
 

 

 

 

この環境学習ニュースは、子どもたちの環境意識の向上に向けて、学校教員の方々に役立てていただくことを

目的に発行しています。 

 

 

 

はじめに 

地球温暖化による異常気象、生物多様性の減少など環境問題は喫緊の課題です。この問題を解決するには一

人ひとりの環境意識の向上が極めて大切です。そのためには、基礎的な教育の場である小中学校での環境教育

が大変重要で、この環境教育を実践的に推進していくための支援システムが「スクールエコアクション」です。 

茅ヶ崎市では平成 23年度から全校に導入され、各校で特色のある取り組みがなされています。 

平成29年度も多くの取り組みが各校より報告されましたので、特色ある取り組みをいくつかご紹介します。

まだ行っていない取り組み等がございましたら、ぜひ新たな取り組みとして取り入れていただき、環境活動の

活性化にお役立てください。 

 

 

【小学校】 

茅ヶ崎小学校 テープ巻心回収活動 ※注目の活動で紹介 

鶴嶺小学校 朝の時間の美化活動（週 2日、2学級ごとごみ拾いを実施） 

松林小学校 完食表彰や調理の工夫で残食量が削減 

西浜小学校 野菜の成育、収穫、料理までの学習 

小出小学校 里山公園、清水谷を季節ごとに訪れ自然の豊かさ、地域の宝であることを再発見した 

香川小学校 他 教室の消灯を係りや日直の仕事にすることで全員の意識を高める 

小和田小学校 電気パトロール（使用量を見られるようにエコワットを使い記録） 

室田小学校 夏にできる省エネの工夫について取組みを考えさせた（省エネ行動スタートブック 開隆堂刊使用） 

汐見台小学校 上級生が下級生の模範となり、学年ごとに節電節水についての学習を行っている 

【中学校】 

第一中学校 校内放送やポスター等での節電、節水の呼びかけ、エコ活動紹介 

松林中学校 クールビズの推奨（体操服で授業を受けられるようにした）による扇風機の使用削減 

西浜中学校 「地域を学ぶ会」による姥島の自然学習で保護者、地域の方々と共有テーマで学習した 
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各校の特色ある取組紹介 

※全校の取組紹介は、資料１「平成 29年度スクールエコアクション特色ある取組紹介をご覧ください。 
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前授業の実施！ 

 
活動のアイデア 

やヒントが満載！ 

 
すきま時間のエコ 
いいですね！ 

 
季節の移ろいを
体感できて素晴

らしい！ 

 
当事者意識を持つ
ことが大切！ 

 
身近な先輩が鏡！ 

 目からも耳からも！ 

平成 30年 7月発行 



鶴が台中学校 節電ポスターに電気使用量のグラフを掲載し、校内に掲示 

円蔵中学校 ・「えくぼの日」、「小えくぼの日」、「きれいマンデー」を定め地域清掃や草むしり、花壇整備等を行う 

・減 CO2大作戦という名称を定め節電を徹底 

萩園中学校 ・エコキャップ回収は公民館や地域の方にも周知し多数の協力を得ている 

・英語の授業でリサイクルを学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

ニチバン製品の多くは粘着テープ

で、形状を保つため巻心に巻き付け

られています。このため、テープを

使い切ると必ず巻心が残り、残った

巻心はゴミとして捨てられていまし

た。この巻心をゴミにしないために、

ニチバンが2010年から始めたのが

「巻心 ECO プロジェクト」です。各

種使用済み粘着テープの巻心を回収

し、資源として再利用するとともに、

リサイクルで生じる利益金と当社か

らの支援金で、フィリピンでのマン

グローブ植樹プロジェクトを支援し

ています。【ニチバンＨＰより】 

茅ヶ崎小学校が予定している「テープ巻心回収」は、他校では事例のない新たな取

り組みとして注目です。ぜひみなさんの学校でもご検討ください。 注目の活動！ 

➢ 詳しい手続きや対象の巻心等はニチバンのホームページ 

「ニチバン巻心 ECOプロジェクト」をご覧ください。 

➢ 回収実施期間  2018年 9月 3日～12月 27日 

 
見える化でやる気

アップ！ 

 
ネーミングでエコ活動

を親しみやすく 

注目の活動紹介 

報告書では多くの学校が体験型環境学習を行っている一方、座学中心の学校もあります。体験型の環境学習は

児童、生徒の記憶に残りやすく、実践につながりますのでぜひ他校の事例を参考にご検討ください。 

また、経団連が取りまとめた「企業等の教育支援プログラム ポータルサイト」には無料で講師派遣できる講

座が多く掲載されておりますのでご参照ください。 

➠一例を紹介します。資料１「平成 29年度スクールエコアクション特色ある取組紹介」もご覧ください。 

工場等見学 

・自動車工場 ・キリンビバレッジ ・東邦チタニウム ・宮が瀬ダム ・寒川広域リサイクルセンター 

・柳島下水処理場 ・寒川浄水場 ・藤沢市石名坂環境事業所 ・茅ヶ崎市堤最終処分場 など 

自然観察等 

・小出川探索（小出川に親しむ会） ・赤羽根山で自然と触れ合う ・海辺探訪（柳島いまむかし会、社会教育

課） ・流れ着いた貝殻を真鶴の博物館で調査（特定非営利活動法人ディスカバリーブルー） ・まつの子観察、

育苗（藤沢土木事務所） ・田植え、稲刈り（JA) ・千の川での自然観察（文化資料館と活動する会） など 

講習会等 

・地球の保護について（富士通） ・エコ学習（東京ガス神奈川西支店） など 

体験型環境学習事例紹介 
 楽しく 

学ぼう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境学習支援ツール等のご紹介 
トピックス  

こどもエコクラブとは、幼児（3歳）から高校生までな

ら誰でも参加できる環境活動のクラブです。子どもたちの

環境保全活動や環境学習を支援することにより、子どもた

ちが人と環境の関わりについて幅広い理解を深め、自然を

大切に思う心や、環境問題解決に自ら考え行動する力を育

成し、地域の環境保全活動の環を広げることを目的として

います。【事務局 公益財団法人 日本環境協会】 

こどもエコクラブに入ると．．． 

✔ 環境活動をサポートするプログラムの提供、教材のダ

ウンロード等ができ指導者の環境教育を支援し、活動を楽

しく進められます。 

✔ こどもエコクラブの応援企業や団体主催のイベントに

参加できます。 

✔ 環境活動に役立つ情報が満載のニュースレターが受取

れます。 

 

まずは登録しよう！ 

こどもエコクラブの HPから申込できます。HP から申請
書をダウンロードし、環境政策課へも提出いただけます。 
➢ クラス単位で、部活単位で、など大人 1人、こども 1
人以上のグループで参加登録ができます。 
ぜひ登録して学校の環境活動にお役立てください！！ 

 

 

こどもエコクラブ 検 索 

子どもたちが環境をテーマにした日記を書くことで日頃から身近な地球環境について考え、みんなで話し合い、行

動することを目指す環境教育プロジェクトです。 

みどりの小道は、ガイドブックと日記帳に別れており、ガイドブックには、最新の環境問題を含め、応援団の環境

の取り組みや、環境を小学生が考える上で大切にしてほしいことを明記されています。 

日記帳には、12週間の日記とまとめを書く欄があります。日記帳を 1～12週間積み重ねることで、日頃から身近

な地球環境について自分で考え、話し合い、行動することを身に着けることが可能であり、学校教育などで環境教育

を推進していただく際に使っていただいています。毎年 10万冊作成し、希望する学校等に配付しています。 

 

 

ガイドブックはエコネコなどのキャラク

ターがナビゲーターとなって、わかりやすく

解説しています。写真やイラスト満載で、楽

しみながら日記に取り組めます。 

日記の申込は HPからできます。 

みどりの小道 検 索 


